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農業技術情報  アグリオン   Ａｇｒｉｏｎ     第227号 令和８年(2026年)８月  

  
 

 

１ 現在の生育状況と８月の気象予報 
・７月21日現在、コシヒカリは、「草丈：やや長～長」、「茎数：やや少～並」、「葉数：早」、 

「葉色：並～やや濃」となっています。 

・コシヒカリの出穂期は平年に比べ７日程度早まる見込みです。５月 10日植えの出穂期が７月 26日頃と予想 

 されますが、今後の気象の経過によっては更に早まる場合もあります。 

  ・１か月予報（７月16日気象庁発表）によると、８月の気温は高い見込みです。。 

  ・最新の情報を糸魚川地域振興局農林振興部のホームページで公開しているので、ご確認ください。 

 

２ 斑点米カメムシ類の防除 

 （１）防除の理由 

   〇 斑点米が1,000粒中２粒あると２等に格落ちします。 

   〇 斑点米が多くなると、色彩選別機を使用しても完全に除去できなくなります。 

（２）防除の基本   
〇 水田周囲のカメムシ類を減らす      → 畦畔、農道の草刈り 
〇 水田内のカメムシ類の増殖場所をなくす  → 水田内の雑草除去 
〇 登熟期間中の水田内のカメムシ類を減らす  →  薬剤による防除 

 （３）防除の注意点   

   ○ 草 刈 り：雑草に実が付かないよう３週間間隔で、薬剤防除直前まで続けましょう。 

○ 薬剤散布：出穂期から穂揃い期に散布しましょう。粒剤の場合は水を張って施用し、散布後７日間は水を落とさないでください。 

          なお、薬剤防除をする際は、農薬登録内容（収穫前日数等）を遵守してください。 

 

３ 出穂期以降の水管理 
 （１）水管理のポイント 

   ・充実した籾にするため、出穂25日後までは飽水管理を続けましょう。 

   ・水分が無いと、稲は栄養分を十分に吸収できません。 

また、葉が早期に枯れると、稲体を支える力が弱くなり、早期倒伏の 

要因にもなります。 

・高温時は稲体を冷やすため、意識して水の入れ替えを行いましょう。 

 
 （２）高温・乾燥時の対応   

   ・高温・乾燥の気象下では、急激に稲の水分が奪われて障害が起こります。 

   ・被害を軽減するために、フェーン現象等、高温・乾燥の発生の恐れがある 

場合は、できるかぎり事前に水を張りましょう。 

     

 
 
 

４ 収穫適期の判断 

 （１）判断方法 

・収穫適期は、黄化した籾の割合が 85～90％くらいになった頃です。 

・「出穂日からの積算気温」（こしいぶき 925～975℃、コシヒカリ 950～1,000℃） 

でおおまかな収穫日のめやすをつけ、最終判断は「籾の色」で行いましょう。 

 ・刈り遅れは胴割れの発生を助長するので注意しましょう。 

 （２）収穫適期めやす（こしいぶき：975℃、コシヒカリ：1000℃の場合） 

品種別出穂期 
こしいぶき コシヒカリ 

7/21 7/25 7/29 7/26 7/30 8/3 8/7 

収穫期予測 
糸魚川地区 8/26 8/30 9/3 9/1 9/5 9/10 9/15 

能生地区 8/28 9/1 9/6 9/4 9/8 9/13 9/17 

※アメダス地点における日平均気温の平年値（1991～2020）を積算した温度から予測 

※登熟期間が高温で経過した場合は、成熟期が上記より早まるため、積算気温の 

めやすを 50℃早めましょう（振興局 HPの積算気温表を参考にしてください）。 

 

 
 
 
 

糸魚川市農林水産業振興協議会（糸魚川市､ＪＡえちご上越､ＮＯＳＡＩ新潟､糸魚川地域振興局農林振興部） 

 
｢斑点米カメムシ類防除｣＋｢水管理｣の徹底で品質向上を目指そう！ 

『収量・品質向上！糸魚川産米』 

「コシヒカリＢＬエコライス栽培」に取り組みましょう。
 

お 問 い 

合わせ先 

JAえちご上越ひすい営農センター  ℡ 0120-640-184 

糸魚川ＮＯＳＡＩセンター      ℡ 0120-916-406 

糸魚川地域振興局農林振興部    ℡ 553-1906 

（農業普及指導センター) 

７月23日から９月28日の間、「『糸魚川』フェーン・コメの高温障害危険度予測情報」を糸魚川地域振興局農林振興部のメールマガジンで週２回（月曜、木曜）

配信します。気象概況、天気、気温、高温障害警戒度、水稲栽培管理のめやす等を掲載するので、管理の参考にしてください（希望者は糸魚川地域振興局まで）。 

体長 ５～６mm 

代表的な斑点米カメムシ類（アカスジカスミカメ） 

令和７年から熱中症対策が全事業者に

義務付けられました。作業者が熱中症

にかかった際の緊急連絡先、医療機関

への搬送手順などをあらかじめ決めて

おく必要があります。 

水が一番必要な時期 

収穫適期７～10日前 

（籾黄化率50~70%） 

収穫適期 

（籾黄化率85~90%） 

余裕を持った作業計画を立て、以下の３点を特に注意して安全作業をお願いします。 

 ①急な乗り入れなどの危険箇所の事前確認 ②コンバインが詰まったときは必ずエンジンを切る ③作業者と補助者が声を掛け合って位置確認  

８月 20 日から新潟県農作業安全運動「秋の特別運動期間」が始まります！ 

・全体的に赤く、背中に赤いスジ 

・卵で越冬し、孵化→羽化→産卵を

１年間に複数回繰り返す 

・イネ科雑草を好む 

刈遅れは品質低下につながるよ 

ほ場ごとの籾の色をよく確認してね！ 

 

黄化直後籾 

  

黄化籾 

 

緑色籾 

振興局HPへのアクセスは 

この２次元コードから→ 

 


